On Mianqiang Xingdao Dayougong ("勉彊行道大有功") from Chen Liang Ji Zengding Ben (陳亮集増訂本) : A Modern Japanese Translation with Commentaries Pt.1 by 中嶋 諒 & 福谷 彬
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
抄
訳
（
一
）
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
訳
注
中
嶋 
諒
・
福
谷 
彬
一
は
じ
め
に
本
稿
は
、
南
宋
陳
亮
（
一
一
四
三
～
一
一
九
四
／
（
1
）
九
五
）
の
文
集
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
九
所
収
の
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
に
つ
い
て
、
訳
注
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。 
陳
亮
は
、
字
は
同
甫
（
同
父
）
、
号
は
龍
川
。
浙
江
永
康
の
人
で
あ
る
。
も
と
諱
を
「
汝
能
」
と
い
っ
た
が
、
二
十
六
歳
の
時
に
「
亮
」
と
改
名
し
た
（
2
）
の
は
『
三
国
志
』
の
諸
葛
亮
に
憧
れ
た
た
め
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
陳
亮
は
聖
人
君
子
よ
り
も
、
英
雄
豪
傑
を
好
む
学
者
で
あ
っ
た
。
同
時
代
の
陸
九
淵
（
象
山
、
一
一
三
九
～
一
一
九
二
）
と
と
も
に
、
朱
熹
（
朱
子
、
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
の
論
敵
と
し
て
有
名
で
、
「
義
利
王
覇
」
論
争
と
称
さ
れ
る
朱
熹
と
の
往
復
書
簡
（
『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
六
、
お
よ
び
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
二
八
所
収
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
彼
が
十
代
の
頃
に
著
し
た
歴
代
人
物
の
評
論
「
酌
古
論
」
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（
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
五
～
八
）
や
、
布
衣
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
と
き
の
皇
帝
に
奉
献
し
た
四
通
の
上
奏
文
「
上
孝
宗
皇
帝
書
」
（
同
巻
一
）
な
ど
も
、
そ
の
代
表
作
と
し
て
広
く
読
ま
れ
て
い
た
（
3
）
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
陳
亮
は
、
そ
の
早
年
か
ら
晩
年
に
か
け
て
、
い
く
ら
か
の
思
想
の
推
移
が
見
ら
れ
る
。
ホ
イ
ト
＝
テ
ィ
ル
マ
ン
（
4
）
は
、
陳
亮
の
生
涯
を
、
①
乾
道
四
年
（
一
一
六
八
）
ま
で
、
②
淳
煕
五
年
（
一
一
七
八
）
ま
で
、
③
そ
れ
以
降
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
、
①
で
は
軍
事
戦
略
に
関
す
る
著
述
が
多
く
、
②
で
い
っ
た
ん
道
学
と
保
守
主
義
に
傾
斜
し
た
上
で
、
③
で
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
独
自
の
功
利
主
義
、
相
対
主
義
を
結
実
さ
せ
た
と
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
は
、
紹
熙
四
年
（
一
一
九
三
）
の
作
（
5
）
で
、
と
り
わ
け
③
の
中
で
も
、
陳
亮
最
晩
年
の
時
期
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
著
作
は
、
科
挙
の
礼
部
試
の
第
二
場
（
省
試
）
で
の
答
案
で
あ
り
、
こ
の
時
の
科
挙
で
、
陳
亮
は
最
終
的
に
殿
試
を
経
て
状
元
及
第
を
果
た
し
て
い
る
。
さ
て
董
平
氏
は
、
そ
の
著
『
陳
亮
文
粋
』
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
九
月
／
一
〇
〇
頁
）
の
中
で
、
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
の
重
要
性
を
説
き
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
い
さ
さ
か
難
解
な
文
章
で
は
あ
る
が
、
そ
の
全
文
を
翻
訳
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
陳
亮
の
重
要
な
議
論
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
文
章
で
陳
亮
は
、
道
が
具
体
的
な
事
物
か
ら
離
れ
て
、
独
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
と
強
調
し
た
。
道
は
「
（
生
ま
れ
な
が
ら
の
）
形
質
や
気
質
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
出
て
く
る
も
の
で
は
な
く
、
た
え
ず
事
物
の
う
ち
に
行
わ
れ
る
も
の
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
天
下
に
は
、
決
し
て
道
に
か
か
わ
り
の
な
い
事
物
は
な
い
の
で
あ
る
。
道
が
事
物
か
ら
離
れ
て
、
単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
な
い
以
上
、
道
を
（
6
）
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求
め
る
に
あ
た
っ
て
も
同
様
に
、
事
物
か
ら
離
れ
て
存
在
し
え
な
い
実
際
の
状
況
（
に
即
し
て
求
め
る
の
）
で
あ
る
。
彼
は
ま
さ
に
こ
の
観
点
か
ら
、
道
は
わ
ず
か
ば
か
り
も
理
論
の
対
象
で
は
な
く
、
実
践
の
対
象
な
の
で
あ
っ
て
、
道
が
実
践
さ
れ
る
こ
と
で
、
必
ず
現
実
と
し
て
、
実
際
の
功
績
が
現
れ
る
と
確
信
し
て
い
た
。
彼
の
視
座
に
立
て
ば
、
喜
怒
哀
楽
な
ど
の
感
情
は
、
人
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
性
質
の
、
具
体
的
な
内
容
で
あ
っ
て
、
一
概
に
こ
れ
を
「
人
欲
」
の
範
疇
に
入
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
う
え
（
喜
怒
哀
楽
な
ど
の
感
情
は
）
、
人
心
そ
の
も
の
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
て
、
も
し
も
そ
の
感
情
の
発
露
が
正
し
さ
を
得
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
道
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
感
情
の
発
露
が
、
正
し
い
か
ど
う
か
を
仔
細
に
観
察
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
心
を
保
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
道
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
高
い
地
位
に
あ
る
君
主
に
つ
い
て
言
え
ば
、
情
況
は
い
っ
そ
う
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
陳
亮
が
強
調
し
た
の
は
、
君
主
が
道
を
実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
、
正
し
く
感
情
を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
正
し
く
」
と
い
っ
た
の
は
、
天
下
を
も
っ
て
心
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
天
下
の
人
々
が
み
な
、
同
一
の
こ
と
を
要
求
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
道
を
行
へ
ば
大
い
に
功
有
り
」
の
着
実
な
効
験
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
内
在
化
し
た
道
徳
は
、
必
ず
具
体
的
な
実
践
を
通
し
て
、
そ
れ
を
経
験
の
領
域
に
あ
ら
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
淵
源
正
大
た
る
理
は
、
こ
れ
を
実
際
に
施
行
し
て
、
事
物
に
通
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
迂
遠
な
議
論
に
過
ぎ
な
い
。
陳
亮
の
こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
た
し
か
に
当
時
の
主
流
派
で
あ
っ
た
理
学
家
た
ち
の
そ
れ
と
は
合
致
し
が
た
く
、
か
え
っ
て
社
会
、
生
活
と
い
っ
た
現
実
と
の
深
い
か
か
わ
り
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
に
つ
い
て
は
、
訳
者
（
中
嶋
、
福
谷
）
両
名
も
等
し
く
関
心
を
向
け
て
き
た
。
そ
の
詳
細
は
別
稿
（
7
）
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
こ
の
た
び
そ
の
訳
注
を
作
成
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
と
り
わ
け
陳
亮
最
晩
年
の
思
想
に
対
し
て
、
さ
ら
に
踏
み
こ
ん
で
考
察
し
て
い
き
た
い
。 
と
こ
ろ
で
陳
亮
の
文
集
で
あ
る
『
龍
川
文
集
』
は
、
も
と
四
十
巻
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
伝
わ
ら
ず
、
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
三
十
巻
本
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
前
述
し
た
テ
ィ
ル
マ
ン
が
、
ア
メ
リ
カ
に
所
在
す
る
宋
刊
本
『
圏
点
龍
川
水
心
二
先
生
文
粋
（
8
）
』
（
陳
亮
と
葉
適
の
著
作
選
集
）
に
、
三
十
巻
本
『
龍
川
文
集
』
に
は
見
え
な
い
佚
文
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
鄧
広
銘
が
四
十
巻
本
を
復
元
し
た
の
が
、
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
（
9
）
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
八
月
）
で
あ
る
。
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
が
刊
行
さ
れ
て
よ
り
、
こ
れ
が
い
わ
ば
決
定
版
と
な
り
（
10
）
、
近
年
の
陳
亮
研
究
に
お
い
て
も
、
該
書
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
る
。
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
は
、
三
十
巻
本
『
龍
川
文
集
』
に
も
収
め
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
も
や
は
り
、
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
を
底
本
と
す
る
こ
と
と
し
た
。な
お
本
訳
注
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
中
嶋
が
下
原
稿
を
作
成
し
、
そ
れ
を
福
谷
が
修
正
し
た
の
ち
、
さ
ら
に
両
名
で
再
三
の
検
討
を
行
っ
た
。
し
た
が
っ
て
全
て
の
箇
所
に
わ
た
り
、
両
名
の
手
が
加
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
各
々
の
担
当
箇
所
を
抽
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
本
稿
全
体
が
両
名
共
同
の
業
績
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。
〔
注
〕
（
１
）
陳
亮
の
没
時
は
、
従
来
紹
煕
五
年
（
一
一
九
四
）
三
月
と
さ
れ
て
き
た
が
、
束
景
南
は
「
陳
亮
生
平
若
干
重
要
問
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題
新
考
」
（
『
陳
亮
研
究
永
康
学
派
与
浙
江
精
神
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
、
所
収
／
一
五
六
～
一
五
九
頁
）
に
お
い
て
、
精
密
な
考
証
の
も
と
、
翌
慶
元
元
年
（
一
一
九
五
）
一
月
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
（
２
）
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
三
〇
、
「
告
祖
考
文
」
に
「
及
亮
年
二
十
有
六
、
易
名
曰
亮
〔
亮
年
二
十
有
六
に
及
び
、
名
を
易
へ
亮
と
曰
ふ
〕
」
（
下
・
四
〇
五
頁
）
云
々
と
あ
る
。
（
３
）
例
え
ば
葉
適
（
水
心
、
一
一
五
〇
～
一
二
二
三
）
は
、
陳
亮
の
文
集
に
序
を
寄
せ
て
、
「
同
甫
文
字
行
於
世
者
、
酌
古
論
、
陳
子
課
藁
、
上
皇
帝
四
書
最
著
者
也
〔
同
甫
（
陳
亮
）
の
文
字
世
に
行
は
る
る
者
、
酌
古
論
、
陳
子
課
藁
、
上
皇
帝
四
書
最
も
著
な
る
者
な
り
〕
」
（
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
序
／
下
・
五
三
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
（
４
）H
o
y
t
 
C
l
e
v
e
l
a
n
d
 
T
i
l
l
m
a
n
(
田
浩)
,
 
U
ti
l
it
a
ri
a
n 
C
o
n
fu
c
ia
n
is
m
 
C
h
'e
n 
L
ia
n
g'
s
 
C
h
al
l
e
ng
e 
t
o 
Ch
u 
H
s
i
（H
a
r
v
a
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
8
2
（
姜
長
蘇
訳
『
功
利
主
義
儒
家
陳
亮
対
朱
熹
的
挑
戦
』
、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
七
月
）
）
。
（
５
）
陳
亮
の
著
述
の
成
立
年
次
は
、
顔
虚
心
『
陳
龍
川
先
生
年
譜
長
編
』
（
『
宋
人
年
譜
叢
刊
』
、
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
一
月
、
所
収
）
を
参
照
。
（
６
）
南
宋
・
呉
子
良
撰
『
林
下
偶
談
』
巻
三
、
「
陳
龍
川
省
試
」
に
「
陳
龍
川
自
大
理
獄
出
、
赴
省
試
。
…
…
擧
第
二
場
勉
強
行
道
大
有
功
論
。
破
云
天
下
豈
有
道
外
之
功
哉
〔
陳
龍
川
（
亮
）
大
理
の
獄
自
り
出
で
、
省
試
に
赴
く
。
…
…
第
二
場
勉
強
行
道
大
有
功
の
論
を
擧
ぐ
。
破
に
云
ふ
、
天
下
に
豈
に
道
外
の
功
有
ら
ん
や
、
と
〕
」
（
四
庫
全
書
本
、
五
葉
表
）
と
あ
る
。
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（
７
）
中
嶋
諒
『
陸
九
淵
と
陳
亮
朱
熹
論
敵
の
思
想
研
究
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）
の
第
三
章
「
陳
亮
」
、
福
谷
彬
「
陳
亮
の
「
事
功
思
想
」
と
そ
の
孟
子
理
解
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
一
一
六
、
二
〇
一
七
年
一
月
、
所
収
）
。
（
８
）
訳
者
両
名
は
未
見
。
筧
文
生
・
野
村
鮎
子
『
四
庫
提
要
南
宋
五
十
家
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
二
月
／
二
九
七
頁
）
に
拠
れ
ば
、
現
在
は
台
湾
の
国
家
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
（
９
）
以
上
で
述
べ
た
該
書
の
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
巻
首
に
載
せ
る
鄧
広
銘
「
陳
龍
川
文
集
版
本
考
」
に
詳
し
い
。
（
10
）
た
だ
し
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
刊
行
以
後
に
も
、
陳
亮
の
佚
文
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
束
景
南
「
陳
亮
佚
文
証
誤
輯
補
」
（
『
文
献
』
、
一
九
九
二
年
三
期
、
所
収
）
、
束
景
南
・
余
全
介
「
陳
亮
佚
文
新
輯
」
（
『
文
献
』
、
二
〇
〇
五
年
三
期
、
所
収
）
を
は
じ
め
、
『
全
宋
文
』
第
二
七
九
冊
（
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）
所
収
の
「
陳
亮
」
の
箇
所
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。
二
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
訳
注 
【
凡
例
】
・
底
本
に
は
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
八
月
）
を
用
い
、
以
下
の
諸
本
と
の
校
異
を
示
し
た
。
た
だ
し
煩
を
避
け
る
た
め
、
異
体
字
・
通
仮
字
・
同
義
語
の
類
の
異
同
は
割
愛
し
た
。
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『
龍
川
集
』
三
十
巻
（
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
収
）
『
龍
川
文
集
』
三
十
巻
（
『
金
華
叢
書
』
所
収
）
『
龍
川
文
集
』
三
十
巻
（
『
叢
書
集
成
』
初
編
、
所
収
）
な
お
校
異
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
四
庫
本
」
、
「
金
華
本
」
、
「
集
成
本
」
の
略
称
を
使
用
し
た
。
・
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
董
平
選
注
『
陳
亮
文
粋
』
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
九
月
）
、
李
敖
主
編
『
陸
九
淵
集
陳
亮
集
劉
伯
温
集
』
（
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）
を
参
照
し
た
。
・
訳
注
は
、
原
文
・
校
異
・
注
釈
・
通
釈
の
順
で
並
ぶ
。
・
注
釈
で
引
用
し
た
原
文
に
は
〔
〕
を
附
し
て
訓
読
を
示
し
た
。
・
注
釈
の
訓
読
、
お
よ
び
通
釈
で
（
）
を
附
し
た
部
分
は
、
訳
者
の
補
注
で
あ
る
。
（
1
）
勉
彊
行
道
大
有
功
（
2
）
天
下
豈
有
道
外
之
事
哉
、
而
（
3
）
人
心
之
危
不
可
一
息
而
不
操
也
。
不
操
其
心
、
而
從
容
乎
（
4
）
聲
色
貨
利
之
境
、
以
泛ａ
應
乎
一
日
（
5
）
萬
幾
之
繁
、
而
責
事
之
不
效
、
亦
可
謂
失
其
本
矣
。
此
儒
者
之
所
甚ｂ
懼
也
。
（
6
）
夫
道
、
非
出
於
形
氣
之
表
、
而
常
行
於
事
物
之
間
者
也
。
人
主
以
一
身
而
據
崇
高
之
勢
、
其
於
聲
色
貨
利
必
用
吾
力
焉
、
而
不
敢
安
也
。
其
於
一
日
萬
幾
、
必
盡
我ｃ
心
焉
、
而
不
敢
忽
也
。
惟
理
之
徇
、
惟
是
之
從
、
以
求
盡
天
下
賢
者
之
心
、
遂
一
世
人
物
之
生
、
其
功
非
不
大
、
而
不
假
於
外
求
、
天
下
固
無
道
外
之
事
也
。
不
恃
吾
天
資
之
高
、
而
勉
彊
於
其
所
當
行
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而
已
。
漢
武
帝
好
大
喜
功
、
而
董
仲
舒
言
之
曰
、
勉
彊
行
道
大
有
功
。
可
謂
（
7
）
責
難
於
君
者
矣
。
請
試
申
之
。
〔
校
異
〕
ａ
泛
…
四
庫
本
、
「
汎
」
に
作
る
。
ｂ
甚
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、
「
大
」
に
作
る
。
ｃ
我
…
金
華
本
・
集
成
本
、
「
吾
」
に
作
る
。
〔
注
釈
〕
（
１
）
勉
彊
行
道
大
有
功
…
『
漢
書
』
巻
五
六
、
董
仲
舒
伝
に
「
仲
舒
對
曰
、
…
…
彊
勉
學
問
、
則
聞
見
博
而
知
益
明
。
ヽ彊
ヽ勉
ヽ行
ヽ道
、
則
德
日ヽ
起
而
ヽ大
ヽ有
ヽ功
〔
仲
舒
こ
た對
へ
て
曰
は
く
、
…
…
彊
勉
し
て
學
問
す
れ
ば
、
則
ち
聞
見
博
く
し
て
知
益
ま
す
明
ら
か
な
り
。
彊
勉
し
て
道
を
行
へ
ば
、
則
ち
德
日
起
り
て
大
い
に
功
有
り
、
と
〕
」
（
中
華
書
局
評
点
本
、
八
・
二
四
九
八
頁
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
（
２
）
天
下
豈
有
道
外
之
事
哉
…
眼
前
の
形
而
下
的
事
物
の
中
に
「
道
」
を
見
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
主
張
。
の
早
の
作
で
あ
る
「
語
孟
發
題
・
論
語
」
（
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
一
〇
／
上
・
一
〇
八
頁
）
に
「
夫
道
之
在
天
下
、
無
本
末
、
無
内
外
〔
夫
れ
道
の
天
下
に
在
る
は
、
本
末
無
く
、
内
外
無
し
〕
」
と
あ
る
ほ
か
、
「
與
應
忠
實
」
（
同
巻
二
七
／
下
・
三
一
九
頁
）
に
「
夫
道
之
在
天
下
、
何
物
非
道
〔
夫
れ
道
の
天
下
に
在
る
は
、
何
の
物
か
道
に
非
ら
ん
〕
」
と
あ
り
、
ま
た
「
答
朱
元
晦
秘
書
・
乙
巳
秋
書
」
二
（
同
巻
二
八
／
下
・
三
五
一
頁
）
に
「
天
地
之
間
、
何
物
非
道
〔
天
地
の
間
、
何
の
物
か
道
に
非
ざ
ら
ん
〕
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
陳
亮
思
想
に
終
始
一
貫
す
る
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
同
種
の
発
言
と
し
て
は
、
古
く
は
二
程
の
こ
と
ば
（
『
近
思
録
』
は
程
顥
陳
亮
年ざ
れ
い
づ
れ
テ
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）
「
道
之
外
無
物
、
物
之
外
無
道
、
是
天
地
之
間
無
適
而
非
道
也
〔
道
の
外
に
物
無
く
、
物
の
外
に
道
無
し
、
是
れ
天
地
の
間
に
適ゆ
く
と
し
て
道
に
非
ざ
る
無
き
な
り
〕
」
（
『
程
氏
遺
書
』
巻
四
・
三
四
条
、
游
酢
録
／
『
二
程
集
』
、
中
華
書
局
評
点
本
、
一
・
七
三
頁
）
に
遡
れ
る
。
ま
た
陳
亮
の
同
時
代
人
で
あ
る
陸
九
淵
（
象
山
、
一
一
三
九
～
一
一
九
二
）
の
「
語
録
」
に
も
「
道
外
無
物
、
事
外
無
道
、
先
生
常
言
之
〔
道
の
外
に
物
無
く
、
事
の
外
に
道
無
し
、
先
生
常
に
之
を
言
ふ
〕
」
（
『
陸
九
淵
集
』
巻
三
四
、
「
語
類
」
上
・
一
条
、
傅
子
雲
録
／
中
華
書
局
評
点
本
、
三
九
五
頁
）
と
あ
る
。
（
３
）
人
心
之
危
不
可
一
息
而
不
操
也
…
「
人
心
之
危
」
は
、
『
尚
書
』
大
禹
謨
に
「
ヽ人
ヽ心
ヽ惟
ヽ危
、
道
心
惟
微
、
惟
精
惟
一
、
允
執
厥
中
〔
人
心
惟こ
れ
危
う
く
、
道
心
惟
れ
微
か
な
り
、
惟
れ
精
惟
れ
一
、
ま
こ
と
允
に
厥そ
の
中
を
執
れ
〕
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
心
を
操
る
こ
と
（
操
心
）
の
重
要
性
は
、
『
孟
子
』
告
子
上
に
「
孔
子
曰
、
操
則
存
、
舎
則
亡
。
出
入
無
時
、
莫
知
其
郷
。
惟
心
之
謂
與
〔
孔
子
曰
は
く
、
操
れ
ば
則
ち
存
し
、
舎
つ
れ
ば
則
ち
亡
ぶ
。
出
入
時
無
く
、
其
の
郷
を
知
る
莫
し
と
は
、
惟
れ
心
の
謂
ひ
か
〕
」
と
あ
る
。
な
お
陳
亮
の
同
種
の
発
言
は
、
「
錢
叔
因
墓
碣
銘
」
（
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
三
六
／
下
・
四
八
四
頁
）
に
も
見
え
る
。
（
４
）
聲
色
貨
利
之
境
…
「
聲
色
」
は
、
音
楽
や
色
欲
、
「
貨
利
」
は
、
貨
財
や
利
益
を
指
す
。
『
尚
書
』
仲
虺
之
誥
に
「
惟
王
不
邇
ヽ聲
ヽ色
、
不
殖
ヽ貨
ヽ利
、
德
懋
懋
官
、
功
懋
懋
賞
〔
惟こ
れ
王
聲
色
を
ち
か邇
づ
け
ず
、
貨
利
を
ふ
や殖
さ
ず
、
德
を
つ
と懋
む
る
も
の
は
官
を
懋
め
し
め
、
功
を
懋
む
る
も
の
は
賞
を
懋
め
し
む
〕
」
と
あ
る
。
（
５
）
一
日
萬
幾
之
繁
…
『
尚
書
』
皋
陶
謨
に
「
無
教
逸
欲
、
有
邦
、
兢
兢
業
業
、
ヽ一
日ヽ
二
日
ヽ萬
ヽ幾
〔
あ
へ教
て
逸
欲
す
る
の
- 70 -
す
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
第
号
27
無
か
れ
、
邦
を
た
も有
つ
は
、
兢
兢
業
業
と
し
て
、
一
日
二
日
に
萬
幾
あ
り
〕
」
と
あ
る
。
（
６
）
夫
道
～
事
物
之
間
者
也
…
「
道
」
は
、
人
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
形
質
や
気
質
に
備
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
日
々
の
物
事
と
の
か
か
わ
り
の
中
か
ら
見
出
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
の
主
張
か
。
こ
こ
で
は
試
み
に
、
後
文
の
「
不
恃
吾
天
資
之
高
、
而
勉
彊
於
其
所
當
行
而
已
〔
吾
が
天
資
の
高
き
に
た
の恃
ま
ず
し
て
、
其
の
當
に
行
ふ
べ
き
所
に
勉
彊
す
る
の
み
〕
」
な
ど
と
関
連
付
け
て
解
釈
し
た
。
（
７
）
可
謂
責
難
於
君
者
矣
…
「
責
難
」
は
、
為
し
難
い
こ
と
を
行
う
よ
う
勉
励
す
る
こ
と
。
君
主
に
対
し
て
積
極
的
に
行
う
べ
き
忠
義
の
行
い
と
さ
れ
る
。
『
孟
子
』
離
婁
上
に
「
責ヽ
難ヽ
於ヽ
君ヽ
謂
之
恭
、
陳
善
閉
邪
謂
之
敬
、
吾
君
不
能
謂
之
賊
〔
難
き
を
君
に
責もと
む
、
之
を
恭
と
謂
ふ
。
善
を
陳
べ
邪
を
閉
づ
、
之
を
敬
と
謂
ふ
。
吾
が
君
能
は
ず
と
す
、
之
を
賊
と
謂
ふ
〕
」
と
あ
る
。
〔
通
釈
〕「
勉
彊
し
て
道
を
行
へ
ば
大
い
に
功
有
り
」
に
つ
い
て
天
下
に
ど
う
し
て
道
と
か
か
わ
り
の
な
い
事
物
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
け
れ
ど
も
人
心
は
危
う
く
、
一
瞬
た
り
と
も
把
持
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
心
を
保
持
せ
ず
に
、
声
色
（
音
楽
や
色
欲
）
、
貨
利
（
貨
財
や
利
益
）
の
状
況
に
ふ
ら
ふ
ら
と
し
な
が
ら
、
日
々
の
諸
事
の
繁
忙
に
逐
一
対
応
し
、
物
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
責
め
立
て
る
の
は
、
や
は
り
根
本
を
失
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
儒
者
が
大
い
に
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
道
は
、
（
生
ま
れ
な
が
ら
の
）
形
質
や
気
質
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
出
て
く
る
も
の
で
は
な
く
、
た
え
ず
事
物
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の
う
ち
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
人
主
は
、
そ
の
身
を
崇
高
た
る
威
勢
に
委
ね
な
が
ら
も
、
声
色
や
貨
利
に
対
し
て
は
必
ず
自
ら
の
力
を
注
ぎ
、
決
し
て
安
ん
ず
る
こ
と
は
な
い
。
日
々
の
諸
事
に
対
し
て
は
必
ず
自
ら
の
心
を
尽
く
し
、
決
し
て
忽
せ
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
理
の
み
に
従
い
、
た
だ
是 ぜ
（
正
し
さ
）
の
み
に
従
い
、
こ
と
ご
と
く
天
下
の
賢
者
の
心
を
求
め
、
一
世
の
大
人
物
と
し
て
一
生
を
遂
げ
る
の
で
、
そ
の
功
績
は
偉
大
で
な
い
は
ず
が
な
い
。
ほ
か
に
求
め
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
天
下
に
は
も
と
よ
り
道
と
か
か
わ
り
の
な
い
事
物
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
自
身
の
生
ま
れ
つ
き
の
高
い
資
質
を
恃
み
と
せ
ず
、
行
う
べ
き
と
こ
ろ
に
努
め
る
の
み
で
あ
る
。
漢
の
武
帝
は
、
大
い
に
功
業
を
立
て
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
ん
だ
が
、
董
仲
舒
は
「
勉
彊
し
て
道
を
行
へ
ば
大
い
に
功
有
り
」
と
進
言
し
た
。
こ
れ
は
君
主
を
勉
励
し
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
以
下
、
試
み
に
こ
れ
に
つ
い
て
論
じ
て
み
よ
う
。
昔
者
堯
舜
禹
湯
文
武
汲
汲
、
仲
尼
皇
皇
。
彼
皆
大
聖
人
也
、
安
行
（
9
）
利
行
、
何
所
不
可
、
又
復
何
求
於
天
地
之
間
而
若
此
其
切
哉
。
蓋
人
心
（
10
）
之
危
、
道
心
之
微
、
出
此
入
彼
、
間
不
容
髪
、
是
不
可
一
息
而
但
已
也
。
夫
喜
怒
（
11
）
哀
樂
愛
惡(
欲
之)
、
所
以
受
形
於
天
地
而
被
色
（
12
）
而
生
者
也
、
六
者
得
其
正
則
爲
道
、
失
其
正
則
爲
欲
。
而
况
人
君
居
得
致
之
位
操
可
致
之
勢
、
目
與
物
接
、
心
與
事
俱
、
其
所
以
取
吾
之
喜
怒
哀
樂
愛
惡
者
不
一
端
也
、
安
能
保
事
事
物
物
之
得
其
正
哉
。
一
息
不
操
則
其
心
放
矣
。
放
而
不
知
求
、
則
惟
聖
罔
念
之
勢
也
。
夫
道
豈
有
他
物
哉
、
喜
怒
哀
樂
愛
惡
得ｄ
其
正
而
已
。
行
道
豈
有
他
事
哉
、
審
喜
怒
哀
樂
愛
惡
之
端
而
已
。
不
敢
以
一
息
而
不
用
吾
力
、
不
盡
吾
心
、
則
彊ｅ
勉
之
實
也
。
賢
者
在
位
、
能
者
在
職
、
而
無
一
民
之
不
安
、
無
一
物
之
不
養
、
則
大
有
功
之
驗
也
。
天
祐
下
民
而
作
之
君
、
豈
使
之
自
縱
其
欲
哉
、
雖
聖
人
不
敢
（
8
）
（
13
）
（
14
）
（
15
）
（
16
）
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不
念
、
固
其
理
也
。
〔
校
異
〕
ｄ
得
其
～
愛
惡
…
四
庫
本
、
此
の
一
九
字
無
し
。
ｅ
彊
勉
…
四
庫
本
、
「
勉
彊
」
に
作
る
。
〔
注
釈
〕
（
８
）
堯
舜
禹
湯
文
武
汲
汲
、
仲
尼
皇
皇
…
「
汲
汲
」
は
、
あ
く
せ
く
す
る
さ
ま
。
「
皇
皇
」
は
、
慌
た
だ
し
い
さ
ま
。
『
礼
記
』
問
喪
に
「
其
往
送
也
、
望
望
然
ヽ汲
ヽ汲
然
、
如
有
追
而
弗
及
也
。
其
反
哭
也
、
ヽ皇
ヽ皇
然
、
若
有
求
而
弗
得
也
〔
其
の
往
き
送
る
や
、
望
望
然
、
汲
汲
然
と
し
て
、
追
ふ
有
る
も
及
ば
ざ
る
が
如
き
な
り
。
其
の
反
哭
す
る
や
、
皇
皇
然
と
し
て
、
求
む
る
有
る
も
得
ざ
る
が
若
き
な
り
〕
」
と
あ
る
。
（
９
）
安
行
利
行
…
『
中
庸
』
に
「
或
生
而
知
之
、
或
學
而
知
之
、
或
困
而
知
之
、
及
其
知
之
、
一
也
。
或
ヽ安
而
ヽ行
之
、
或
ヽ利
而
ヽ行
之
、
或
勉
強
而
行
之
及
其
成
功
、
一
也
〔
或
い
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
り
、
或
い
は
學
び
て
之
を
知
り
、
或
い
は
困
し
み
て
之
を
知
る
も
、
其
の
之
を
知
る
に
及
び
て
は
一
な
り
。
或
い
は
安
ん
じ
て
之
を
行
い
、
或
い
は
利
し
て
之
を
行
い
、
或
い
は
勉
強
し
て
之
を
行
う
も
、
其
の
功
を
成
す
に
及
び
て
は
一
な
り
〕
」
と
あ
る
。
「
利
行
（
利
し
て
行
ふ
）
」
に
つ
い
て
、
古
注
は
「
栄
名
を
む
さ
ぼ
る
」
（
鄭
玄
）
、
「
利
益
を
む
さ
ぼ
っ
て
行
う
」
（
孔
穎
達
）
と
解
す
る
が
、
朱
熹
は
「
意
識
的
に
す
る
」
、
「
ぜ
ひ
と
も
し
た
い
と
思
っ
て
行
う
」
こ
と
と
見
な
す
（
山
下
龍
二
『
大
学
・
中
庸
』
、
全
釈
漢
文
大
系
３
、
一
九
七
四
年
三
月
／
二
五
〇
頁
）
。
こ
こ
の
陳
亮
の
解
釈
は
、
朱
熹
の
そ
れ
に
近
い
で
あ
ろ
う
か
。
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、
（
10
）
人
心
之
危
、
道
心
之
微
…
『
尚
書
』
大
禹
謨
。
注
釈
（
３
）
に
既
出
。
（
11
）
喜
怒
哀
樂
愛
惡(
欲
之)
…
『
中
庸
』
に
「
ヽ喜
ヽ怒
ヽ哀
ヽ樂
之
未
發
、
謂
之
中
。
發
而
皆
中
節
、
謂
之
和
〔
喜
怒
哀
樂
の
未
だ
發
せ
ざ
る
、
之
を
中
と
謂
ふ
。
發
し
て
皆
な
節
に
中
る
、
之
を
和
と
謂
ふ
〕
」
と
あ
り
、
ま
た
『
礼
記
』
礼
運
に
「
何
謂
人
情
、
ヽ喜
ヽ怒
ヽ哀
懼
ヽ愛
ヽ惡
欲
七
者
、
弗
學
而
能
〔
何
を
か
人
情
と
謂
ふ
、
喜
怒
哀
懼
愛
惡
欲
の
七
者
、
學
ば
ず
し
て
能
ふ
〕
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
陳
亮
は
ま
た
、
こ
の
「
喜
怒
哀
樂
愛
惡
」
に
つ
い
て
、
「
戊
申
再
上
孝
宗
皇
帝
書
」
（
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
一
／
上
・
一
九
頁
）
で
、
「
夫
ヽ喜
ヽ怒
ヽ哀
ヽ樂
ヽ愛
ヽ惡
、
人
主
之
所
以
鼓
動
天
下
而
用
之
之
具
也
〔
夫
れ
喜
怒
哀
樂
愛
惡
は
、
人
主
の
天
下
を
鼓
動
し
て
之
を
用
ふ
る
所
以
の
具
な
り
〕
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
な
お
底
本
は
、
下
文
に
「
六
者
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
欲
之
」
の
二
字
を
衍
文
と
見
な
す
。
本
稿
も
そ
れ
に
従
っ
て
解
釈
し
た
。
（
12
）
被
色
而
生
者
也
…
『
礼
記
』
礼
運
に
「
故
人
者
、
天
地
之
心
也
、
五
行
之
端
也
、
食
味
別
聲
ヽ被
ヽ色
ヽ而
ヽ生
ヽ者
ヽ也
〔
故
に
人
な
る
者
は
、
天
地
の
心
な
り
、
五
行
の
端
な
り
、
味
は
ひ
を
食
ら
ひ
聲
を
別
ち
色
を
被
り
て
生
ず
る
者
な
り
〕
」
と
あ
り
、
古
注
は
「
ヽ被
ヽ色
者
、
五
行
各
有
色
、
人
則
被
之
以
生
也
。
ヽ被
ヽ色
、
謂
人
含
帯
五
色
而
生
者
也
〔
色
を
被
む
る
と
は
、
五
行
各
お
の
色
有
り
、
人
は
則
ち
之
を
被
り
て
以
て
生
ず
る
な
り
。
色
を
被
る
は
、
人
は
五
色
を
含
帯
し
て
生
ず
る
者
な
る
を
謂
ふ
な
り
〕
」
（
孔
穎
達
）
と
解
す
る
。
（
13
）
其
心
放
矣
…
心
が
放
た
れ
る
こ
と
（
放
心
）
に
つ
い
て
は
、
『
孟
子
』
告
子
上
に
「
學
問
之
道
無
他
、
求
其
ヽ放
ヽ心
而
已
矣
〔
学
問
の
道
は
他
無
し
、
其
の
放
心
を
求
む
る
の
み
〕
」
と
あ
る
。
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（
14
）
惟
聖
罔
念
…
『
尚
書
』
多
方
に
「
ヽ惟
ヽ聖
ヽ罔
ヽ念
作
狂
、
惟
狂
克
念
作
聖
〔
惟こ
れ
聖
も
念
ふ
罔な
け
れ
ば
狂
と
作な
り
、
惟
れ
狂
も
克よ
く
念
へ
ば
聖
と
作
る
〕
」
と
あ
る
。
陳
亮
は
ま
た
「
與
應
仲
實
」
（
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
二
七
／
下
・
三
一
八
頁
）
に
お
い
て
、
「
ヽ惟
ヽ聖
ヽ罔
ヽ念
作
狂
、
惟
狂
克
念
作
聖
、
非
聖
人
姑
爲
是
訓
〔
惟
れ
聖
も
念
ふ
罔
け
れ
ば
狂
と
作
り
、
惟
れ
狂
も
克
く
念
へ
ば
聖
と
作
る
は
、
聖
人
し
ば姑
ら
く
（
一
時
し
の
ぎ
で
、
取
り
繕
っ
て
）
是
の
訓
を
つ
く爲
る
に
非
ず
〕
」
と
い
う
。
（
15
）
賢
者
在
位
、
能
者
在
職
…
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
「
ヽ賢
ヽ者
ヽ在
ヽ位
、
ヽ能
ヽ者
ヽ在
ヽ職
、
國
家
間
暇
。
及
是
時
明
其
政
刑
、
雖
大
國
必
畏
之
矣
〔
賢
者
位
に
在
り
、
能
者
職
に
在
り
、
國
家
に
間
暇
あ
り
。
是
の
時
に
及
び
其
の
政
刑
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
大
國
と
雖
も
必
ず
之
を
畏
れ
ん
〕
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
（
16
）
天
祐
下
民
而
作
之
君
…
『
尚
書
』
泰
誓
上
に
「
ヽ天
ヽ佑
ヽ下
ヽ民
、
ヽ作
ヽ之
ヽ君
、
作
之
師
〔
天
下
民
を
た
す佑
け
、
之
が
君
と
作な
し
、
之
が
師
と
作
す
〕
」
と
あ
る
。
陳
亮
は
ま
た
「
延
對
」
（
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
一
一
／
上
・
一
一
六
頁
）
に
お
い
て
、
「
夫
ヽ天
ヽ佑
ヽ下
ヽ民
、
ヽ而
ヽ作
ヽ之
ヽ君
、
作
之
師
。
禮
樂
刑
政
、
所
以
董
天
下
而
君
之
也
。
仁
義
孝
悌
、
以
先
天
下
而
爲
之
師
也
〔
夫
れ
天
下
民
を
佑
け
、
之
が
君
と
作
し
て
、
之
が
師
と
作
す
。
禮
樂
刑
政
は
、
天
下
董
正
し
て
之
を
君
と
す
る
所
以
な
り
。
仁
義
孝
悌
は
、
天
下
に
率
先
し
て
之
を
師
と
爲
す
所
以
な
り
〕
」
と
い
う
。
〔
通
釈
〕
む
か
し
堯
、
舜
、
禹
、
湯
王
、
文
王
、
武
王
ら
は
（
天
下
を
統
治
す
る
こ
と
に
）
あ
く
せ
く
と
し
、
孔
夫
子
は
（
諸
国
に
奔
走
す
る
こ
と
に
）
慌
た
だ
し
か
っ
た
。
彼
ら
は
み
な
偉
大
な
聖
人
た
ち
で
あ
っ
て
、
（
『
中
庸
』
に
い
う
と
こ
ろ
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「
安
ん
じ
て
行
う
」
、
「
利
し
て
（
ぜ
ひ
と
も
し
た
い
と
思
っ
て
）
行
う
」
も
の
で
、
何
の
不
可
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
天
地
の
間
に
何
を
求
め
て
、
か
く
の
ご
と
く
切
実
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
人
心
が
危
う
く
、
道
心
が
微
か
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
ち
ら
（
道
心
）
を
出
れ
ば
、
あ
ち
ら
（
人
心
）
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
に
間
髪
（
僅
か
の
隙
間
）
も
容
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
一
瞬
た
り
と
も
（
心
の
保
持
を
）
や
め
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
っ
た
い
喜
怒
哀
楽
愛
悪
は
、
天
地
よ
り
形
を
受
け
、
五
色
を
帯
び
て
生
じ
た
（
人
間
の
持
つ
）
も
の
で
あ
る
。
こ
の
（
喜
怒
哀
楽
愛
悪
の
）
六
者
は
、
そ
の
正
し
き
を
得
れ
ば
道
と
な
り
、
そ
の
正
し
き
を
失
え
ば
欲
と
な
る
。
と
り
わ
け
君
主
は
こ
の
上
な
い
地
位
に
あ
り
、
こ
の
上
な
い
権
勢
を
奮
っ
て
お
り
、
目
は
事
物
と
接
し
、
心
は
事
物
と
と
も
に
あ
り
、
自
ら
の
喜
怒
哀
楽
愛
悪
の
取
り
方
も
、
一
定
で
あ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ど
う
し
て
様
々
な
事
物
が
、
逐
一
正
し
き
を
得
て
い
る
と
保
証
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
瞬
で
も
心
を
保
持
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
心
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
し
、
失
っ
て
求
め
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
（
『
尚
書
』
多
方
に
言
う
と
こ
ろ
の
）
「
こ惟
れ
聖
も
念
ふ
こ
と
な罔
し
」
の
勢
い
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
道
と
い
う
の
は
他
で
も
な
い
、
喜
怒
哀
楽
愛
悪
が
正
し
き
を
得
る
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
（
董
仲
舒
が
い
う
）
「
道
を
行
う
」
と
は
他
で
も
な
い
、
喜
怒
哀
楽
愛
悪
の
端
緒
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
一
瞬
た
り
と
も
自
ら
力
を
用
い
ず
、
自
ら
心
を
尽
く
さ
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
が
、
本
当
の
「
勉
彊
」
で
あ
る
。
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
い
う
）
「
賢
者
は
位
に
在
り
、
能
者
は
職
に
在
り
」
と
な
り
、
一
人
と
し
て
安
楽
で
な
い
民
は
な
く
、
一
つ
と
し
て
涵
養
さ
れ
な
い
物
が
な
い
の
が
、
「
大
い
に
功
あ
り
」
の
効
験
で
あ
る
。
（
『
尚
書
』
泰
誓
上
に
い
う
よ
う
に
）
「
天
下
民
を
た
す佑
け
、
之
が
君
と
作
す
」
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
人
君
に
欲
を
ほ
し
い
ま
ま
に
さ
せ
る
こ
と
が
あ
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る
で
あ
ろ
う
か
。
聖
人
で
あ
っ
て
も
決
し
て
「
念
は
ず
（
念
ふ
こ
と
罔な
し
）
」
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は
、
も
と
よ
り
道
理
で
あ
る
。
武
帝
雄
材
大
略
、
傑
視
前
古
、
其
天
資
非
不
高
也
。
上
嘉
唐
虞
、
下
樂
商
周
、
其
立
志
非
不
大
也
。
念
典
禮
之
漂
墜
、
傷
六
經
之
散
落
、
其
意
亦
非
止
於
求
功
夷ｆ
狄
以
快
吾
心
而
已
、
固
將
求
功
於
聖
人
之
典
、
以
與
三
代
比
隆
、
而
爲
不
世
出
之
主
也
。
而
不
知
喜
怒
哀
樂
愛
惡
一
失
其
正
、
則
天
下
之
盛
擧
皆
一
人
之
欲
心
也
、
而
去
道
遠
矣
、
有
功
亦
止
於
美
觀
耳
。
堯
舜
之
都
俞
、
堯
舜
之
喜
也
、
一
喜
而
天
下
之
賢
智
悉
用
矣ｇ
。
湯
武
之
誥
誓
、
湯
武
之
怒
也
、
一
怒
而
天
下
之
暴
亂
悉
除
矣
。
此
其
所
以
爲
行
道
之
功
也
。
經
典
之
悉
上
送
官
、
非
武
帝
之
私
喜
也
、
用
爲
私
喜
、
則
眞
僞
混
淆
、
徒
爲
虚
文
耳
。
夷ｈ
狄
之
侵
侮
漢
家
、
非
武
帝
之
私
怒
也
、
用
爲
私
怒
、
則
人
不
聊
生
、
徒
爲
世
戒
耳
。
使
武
帝
知
彊ｉ
勉
行
道
、
以
正
用
之
、
則
表
章
而
聖
人
之
道
明
、
必
非
爲
虚
文
也
。
誅
討
而
夷ｊ
夏
之
勢
定
、
必
不
爲
世
戒
也
。
其
功
豈
可
勝
計
哉
。
武
帝
奮
其
雄
材
大
略
、
而
從
容
於
聲
色
貨
利
之
境
、
以
泛
應
乎
一
日
萬
幾
之
繁
、
而
不
知
警
懼
焉
、
何
往
而
非
患
也
。
説
者
以
爲
、
武
帝
好
大
喜
功
、
而
不
知
彊ｋ
勉
學
問
、
正
心
誠
意
以
從
事
乎
形
器
之
表
、
溥
博
淵
泉
而
後
出
之
、
故
仲
舒
欲
以
淵
源
正
大
之
理
而
易
其
膠
膠
擾
擾
之
心
、
如
枘
鑿
之
不
相
入
、
此
武
帝
所
以
終
棄
之
諸
侯
也
。
〔
校
異
〕
ｆ
夷
狄
…
四
庫
本
、
「
四
裔
」
に
作
る
。
ｇ
矣
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、
「
也
」
に
作
る
。
ｈ
夷
狄
…
四
庫
本
、
「
外
域
」
に
作
る
。
ｉ
彊
勉
…
四
庫
本
、
「
勉
彊
」
に
作
る
。
ｊ
夷
夏
…
四
庫
本
、
「
華
夏
」
に
作
る
。
ｋ
（
17
）
（
18
）
（
19
）
（
20
）
（
21
）
（
22
）
（
23
）
（
24
）
（
25
）
（
26
）
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彊
勉
…
四
庫
本
、
「
勉
彊
」
に
作
る
。
〔
注
釈
〕
（
17
）
武
帝
雄
材
大
略
…
陳
亮
が
武
帝
に
つ
い
て
直
接
評
論
し
た
文
章
と
し
て
、
「
漢
論
・
武
帝
朝
」
（
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
二
〇
／
上
・
二
一
九
頁
）
が
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
「
漢
自
高
帝
欲
以
馬
上
治
而
儒
道
微
。
孝
惠
文
景
以
來
、
黃
老
之
説
勝
而
儒
道
益
微
。
武
帝
蒞
政
之
始
、
昔
以
束
帛
加
璧
、
安
車
駟
馬
迎
魯
申
公
、
天
下
謂
儒
道
少
伸
矣
。
ヽ申
ヽ公
ヽ進
ヽ力
ヽ行
ヽ之
ヽ説
、
ヽ深
ヽ藥
ヽ武
ヽ帝
ヽ好
ヽ大
ヽ多
ヽ慾
ヽ之
ヽ病
、
ヽ帝
ヽ聞
ヽ之
ヽ黙
ヽ然
ヽ不
ヽ悦
ヽ也
。
然
已
招
致
、
不
得
已
、
與
之
大
夫
、
舎
之
魯
邸
、
ヽ申
ヽ公
ヽ之
ヽ策
ヽ不
ヽ行
ヽ矣
。
正
學
如
轅
固
、
以
老
罷
歸
、
純
儒
如
仲
舒
、
出
爲
膠
東
相
、
帝
之
用
儒
可
見
矣
。
於
是
嚴
助
、
吾
丘
壽
王
、
相
如
、
主
父
偃
之
徒
、
森
列
左
右
、
發
兵
會
稽
、
起
上
林
苑
、
開
西
南
夷
、
建
朔
方
郡
、
皆
此
輩
發
之
。
集
一
時
輕
鋭
小
才
、
以
行
快
意
之
政
、
卒
爲
天
下
禍
。
帝
豈
眞
好
儒
哉
〔
漢
は
高
帝
（
高
祖
）
自よ
り
馬
上
を
以
て
治
め
ん
と
欲
し
て
儒
道
か
す微
か
な
り
。
孝
惠
（
孝
帝
）
、
文
（
帝
）
、
景
（
帝
）
以
來
、
黃
老
の
説
勝
り
て
儒
道
ま
す益
ま
す
微
か
な
り
。
武
帝
政
に
の
ぞ蒞
む
の
始
め
、
昔
そ
く束
は
く帛
加か
へ
き璧
、
あ
ん安
し
や車
駟 し
馬ば
を
以
て
魯
申
公
（
し
ん申
ば
い培
）
を
迎
ふ
る
に
、
天
下
儒
道
少
し
く
伸
ぶ
と
謂
ふ
。
申
公
力
行
の
説
を
進
め
、
深
く
武
帝
の
好
大
多
慾
の
病
を
い
や藥
す
も
、
帝
之
を
聞
く
に
黙
然
と
し
て
悦
ば
ざ
る
な
り
。
然
る
に
已
に
招
致
す
る
に
、
已や
む
を
得
ず
し
て
、
之
に
大
夫
を
あ
た與
ふ
る
も
、
之
を
魯
邸
に
と
ど舎
め
て
、
申
公
の
策
行
は
れ
ず
。
正
學
の
え
ん轅
固こ
（
せ
い生
）
の
如
き
は
、
老
ふ
る
を
以
て
罷
歸
し
、
純
儒
の
（
董
）
仲
舒
の
如
き
は
、
出
で
て
膠
東
の
相
と
爲
る
に
、
帝
の
儒
を
用
ふ
る
こ
と
見
る
べ
し
。
是
に
於
て
げ
ん嚴
じ
よ助
（
そ
う荘
じ
よ助
）
、
吾ご
き
ゆ
う
丘
じ
ゆ
壽
お
う王
、
（
司し
馬ば
）
し
よ
う
相
じ
よ如
、
し
ゆ主
父ほ
え
ん偃
の
徒
、
左
右
に
森
列
し
、
兵
を
か
い會
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け
い稽
に
發
し
、
じ
よ
う
上
り
ん
林
え
ん
苑
を
起
こ
し
、
せ
い西
な
ん南
夷
を
開
き
、
さ
く朔
ほ
う方
ぐ
ん郡
を
建
つ
る
は
、
皆
な
此
の
輩
之
を
發
す
。
一
時
の
輕
鋭
小
才
を
集
め
、
以
て
快
意
の
政
を
行
ひ
、
つ
ひ卒
に
天
下
の
禍
を
爲
す
。
帝
豈
に
眞
に
好
儒
を
ま
ん
や
〕
」
と
あ
り
、
武
帝
が
儒
者
を
用
い
な
が
ら
も
、
そ
の
諫
言
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
「
勉
彊
大
有
功
」
に
も
一
貫
す
る
主
張
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
（
18
）
上
嘉
唐
虞
、
下
樂
商
周
…
武
帝
の
孝
廉
（
父
母
へ
の
孝
順
や
物
事
に
対
す
る
廉
正
な
態
度
を
も
っ
て
推
挙
す
る
官
吏
登
用
制
度
）
制
定
を
評
価
し
た
も
の
か
。
最
も
近
い
表
現
と
し
て
は
『
漢
書
』
巻
六
、
武
帝
本
紀
に
記
さ
れ
る
元
朔
元
年
（
前
一
二
八
）
の
詔
に
「
朕
嘉
唐
虞
而
樂
殷
周
、
據
舊
以
鑒
新
〔
朕
唐
虞
を
嘉よみ
し
て
殷
周
を
樂
し
み
、
舊
に
據
り
て
以
て
新
を
鑒かん
がむ
〕
」
（
中
華
書
局
評
点
本
、
一
・
一
六
九
頁
）
と
見
え
る
た
漢
書
』
六
、
董
仲
舒
伝
に
記
さ
れ
る
元
光
元
年
（
前
一
三
四
）
に
武
帝
が
「
賢
良
文
學
」
の
士
を
求
め
た
際
の
詔
に
「
故
朕
垂
問
乎
天
人
之
應
、
上
嘉
唐
虞
、
下
悼
桀
紂
、
寖
微
寖
滅
寖
明
寖
昌
之
道
、
虚
心
以
改
〔
故
に
朕
天
人
應
を
垂
問
す
、
上
は
唐
虞
を
嘉
し
、
下
は
桀
紂
を
悼
む
、
寖
く
微
か
に
し
て
寖
く
滅
し
、
寖
く
明
ら
か
に
し
て
寖
く
昌
ん
な
る
の
道
、
虚
心
に
し
て
以
て
改
め
ん
、
と
〕
」
（
同
、
八
・
二
五
一
三
頁
）
と
見
え
る
。
な
お
、
董
仲
舒
が
「
彊
勉
行
道
、
則
德
日
起
而
大
有
功
〔
彊
勉
し
て
道
を
行
へ
ば
、
則
ち
德
日
起
り
て
大
い
に
功
有
り
」
の
語
を
し
た
の
は
、
武
帝
の
後
者
の
詔
に
対
し
て
で
あ
る
。
な
お
陳
亮
の
著
述
の
中
で
は
、
同
様
の
表
現
が
武
帝
朝
」
（
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
二
〇
／
上
・
二
一
九
頁
）
に
も
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
「
武
帝
ヽ上
ヽ嘉
ヽ唐
ヽ虞
、
ヽ下
ヽ樂
ヽ商
ヽ周
。
元
朔
之
詔
、
推
明
五
帝
三
王
所
由
昌
之
理
、
遂
詔
執
事
爲
孝
廉
之
擧
、
帝
慕
古
之
心
亦
至
矣
〔
武
帝
は
上
は
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五
は
、
の
〕
発
や
う
や
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。
ま
『
い
、
「
漢
論
・
唐
虞
を
嘉
し
、
下
は
商
周
を
樂
し
む
。
元
朔
の
詔
、
五
帝
三
王
の
由
昌
す
る
所
の
理
を
推
明
し
、
遂
に
執
事
に
詔
て
孝
廉
の
擧
を
爲
す
、
帝
の
古
を
慕
ふ
の
心
亦
た
至
れ
り
〕
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（
19
）
堯
舜
之
都
俞
…
「
あ
あ都
」
と
「
し
か俞
り
」
は
、
『
尚
書
』
中
に
多
出
す
る
感
嘆
詞
。
い
ず
れ
も
同
意
の
意
を
表
す
。
（
20
）
湯
武
之
誥
誓
…
『
尚
書
』
の
「
湯
誓
」
と
「
牧
誓
」
を
指
す
。
「
湯
誓
」
は
、
伊
尹
が
湯
王
の
宰
相
と
な
っ
て
、
夏
の
桀
王
と
鳴
条
の
野
で
戦
っ
た
と
き
、
湯
王
が
軍
の
将
卒
に
誓
っ
た
こ
と
ば
。
「
牧
誓
」
は
、
武
王
が
紂
王
と
牧
野
で
戦
っ
た
と
き
、
武
王
が
将
士
に
誓
っ
た
こ
と
ば
。
（
21
）
一
怒
而
天
下
之
暴
亂
悉
除
矣
…
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
に
「
一
人
衡
行
於
天
下
、
武
王
恥
之
、
此
武
王
之
勇
也
。
而
武
王
亦
一
怒
、
而
安
天
下
之
民
〔
一
人
よ
こ
し
ま
衡
に
天
下
に
行
へ
ば
、
武
王
之
を
恥
づ
、
此
れ
武
王
の
勇
な
り
。
而
し
て
武
王
も
亦
た
一
た
び
怒
り
て
、
天
下
の
民
を
安
ん
ず
〕
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
（
22
）
經
典
之
悉
上
送
官
…
例
え
ば
『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
「
漢
興
、
改
秦
之
敗
、
大
收
篇
籍
、
廣
開
獻
書
之
路
。
迄
孝
武
世
、
書
缺
簡
脱
、
禮
壞
樂
崩
、
聖
上
喟
然
而
稱
曰
、
朕
甚
閔
焉
。
於
是
ヽ建
ヽ藏
ヽ書
ヽ之
ヽ策
、
ヽ置
ヽ寫
ヽ書
ヽ之
ヽ官
、
ヽ下
ヽ及
ヽ諸
ヽ子
ヽ傳
ヽ説
、
ヽ皆
ヽ充
ヽ祕
ヽ府
〔
漢
興
り
て
、
秦
の
敗
を
改
め
、
大
い
に
篇
籍
を
收
め
、
廣
く
獻
書
の
路
を
開
く
。
孝
（
帝
）
武
（
帝
）
の
世
に
い
た迄
る
ま
で
、
書
缺
け
て
簡
脱
し
、
禮
壞
れ
樂
崩
る
、
聖
上
喟
然
と
し
て
稱
し
て
曰
く
、
だ
焉
を
う
れ閔
ふ
、
と
。
是
に
於
い
て
藏
書
の
策
を
建
て
寫
書
の
官
を
置
き
、
下
は
諸
子
の
傳
説
に
及
び
て
、
皆
秘
府
に
充み
た
す
〕
」
（
中
華
書
局
評
点
本
、
六
・
一
七
〇
一
頁
）
な
ど
と
あ
る
。
（
23
）
正
心
誠
意
…
『
大
学
』
の
い
わ
ゆ
る
八
条
目
の
う
ち
、
「
誠
意
」
と
「
正
心
」
を
指
す
。
『
大
学
』
に
「
欲
ヽ正
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ヽ其
ヽ心
者
、
先
ヽ誠
ヽ其
ヽ意
〔
そ
の
心
を
正
し
く
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
そ
の
意
を
誠
に
す
〕
」
、
「
ヽ意
ヽ誠
而
后
ヽ心
ヽ正
〔
意
誠
に
し
て
の
ち后
心
正
し
〕
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
「
説
者
」
の
説
と
し
て
「
正
心
誠
意
」
の
語
を
挙
げ
る
の
は
、
上
奏
文
で
繰
り
返
し
皇
帝
に
「
正
心
誠
意
」
し
て
「
私
欲
」
を
滅
却
す
る
こ
と
を
求
め
た
朱
熹
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
も
の
か
。
『
朱
文
公
文
集
』
巻
一
一
、
「
庚
子
應
詔
封
事
」
末
尾
の
「
貼
黄
」
に
「
治
天
下
當
以
ヽ正
ヽ心
ヽ誠
ヽ意
爲
本
。
…
…
妄
謂
陛
下
惡
聞
ヽ正
ヽ心
ヽ誠
ヽ意
之
説
〔
天
下
を
治
む
る
に
當
に
正
心
誠
意
を
以
て
本
と
爲
す
べ
し
。
…
…
妄
り
に
謂
ふ
、
陛
下
正
心
誠
意
の
説
を
聞
く
を
惡にく
む
、
と
〕
」
（
『
朱
熹
集
』
四
川
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
、
二
・
四
五
八
頁
）
と
あ
り
、
同
「
戊
申
封
事
」
に
「
人
主
之
ヽ心
ヽ正
、
則
天
下
之
事
無
一
不
出
於
正
。
人
主
之
ヽ心
不
ヽ正
、
則
天
下
之
事
無
一
得
由
於
正
〔
人
主
の
心
正
し
け
れ
ば
、
則
ち
天
下
の
事
一
と
し
て
正
よ
り
出
で
ざ
る
無
し
。
人
主
の
心
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
天
下
の
事
一
と
し
て
正
に
由
る
を
得
る
無
し
〕
」
（
同
、
二
・
四
六
二
頁
）
と
あ
る
の
な
ど
を
参
照
。
（
24
）
溥
博
淵
泉
…
広
大
か
つ
深
遠
で
あ
る
こ
と
。
『
中
庸
』
に
「
ヽ溥
ヽ博
ヽ淵
ヽ泉
、
而
時
出
之
。
ヽ溥
ヽ博
如
天
、
ヽ淵
ヽ泉
如
淵
〔
溥ふ
は
く博
え
ん淵
せ
ん泉
に
し
て
時
に
之
を
出
す
。
溥
博
は
天
の
如
く
、
淵
泉
は
淵
の
如
し
〕
」
と
あ
る
。
（
25
）
膠
膠
擾
擾
…
動
き
乱
れ
る
さ
ま
。
『
荘
子
』
天
道
に
「
堯
曰
、
ヽ膠
ヽ膠
ヽ擾
ヽ擾
乎
。
子
、
天
之
合
也
。
我
、
人
之
合
也
〔
堯
曰
は
く
、
こ
う膠
こ
う膠
じ
よ
う
擾
じ
よ
う
擾
た
る
か
。
子
は
、
天
の
合
な
り
。
我
は
、
人
の
合
な
り
、
と
〕
」
と
あ
る
。
（
26
）
枘
鑿
之
不
相
入
…
「
ぜ
い枘
」
は
、
四
角
い
ほ
ぞ
（
木
材
等
を
接
合
す
る
た
め
に
部
材
の
端
部
に
設
け
ら
れ
た
突
起
）
、
「
さ
く鑿
」
は
、
そ
の
ほ
ぞ
を
受
け
る
丸
い
穴
。
「
え
ん圓
さ
く鑿
ほ
う方
ぜ
い枘
」
と
も
い
い
、
互
い
に
食
い
違
っ
て
合
わ
な
い
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。
『
楚
辞
』
宋
玉
・
九
弁
に
「
ヽ圓
ヽ鑿
而
ヽ方
ヽ枘
兮
、
吾
固
知
ヽ其
ヽ鉏
ヽ鋙
ヽ而
ヽ難
ヽ入
〔
圓
鑿
に
し
て
方
枘
、
吾
固
よ
り
其
の
鉏そ
鋙ご
し
て
入
り
難
き
を
知
る
〕
」
と
あ
る
。
〔
通
釈
〕
武
帝
の
雄
大
た
る
才
能
知
略
は
、
上
古
に
あ
っ
て
も
見
る
べ
き
も
の
で
、
そ
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
資
質
は
高
大
で
な
い
は
ず
が
な
い
。
唐
（
堯
）
虞
（
舜
）
を
好
み
と
し
て
、
殷
周
時
代
を
楽
し
み
と
し
て
、
そ
の
志
を
立
て
る
に
あ
た
っ
て
は
広
大
で
な
い
は
ず
が
な
い
。
礼
儀
の
失
墜
を
慮
り
、
六
経
の
散
逸
を
傷
ん
で
お
り
、
そ
の
意
向
は
、
た
だ
夷
狄
（
匈
奴
）
に
対
し
て
功
績
を
挙
げ
る
こ
と
の
み
を
心
の
楽
し
み
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
聖
人
の
規
範
に
適
う
と
こ
ろ
に
功
績
を
求
め
、
三
代
と
比
肩
す
る
ほ
ど
の
、
世
に
稀
た
る
君
主
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
い
つ
の
間
に
か
、
喜
怒
哀
楽
愛
悪
（
の
感
情
）
が
一
た
び
正
し
さ
を
失
え
ば
、
天
下
の
盛
挙
も
、
み
な
一
個
人
の
欲
心
と
な
り
果
て
て
し
ま
う
。
道
か
ら
は
遥
か
に
遠
ざ
か
り
、
そ
の
功
績
は
上
辺
の
も
の
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
堯
舜
が
（
『
尚
書
』
で
）
「
あ
あ都
」
や
「
し
か俞
り
」
と
い
っ
た
の
は
、
堯
舜
の
喜
び
（
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
）
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
た
び
喜
ぶ
と
、
天
下
の
賢
者
は
こ
と
ご
と
く
任
用
さ
れ
た
。
（
『
尚
書
』
に
見
え
る
）
湯
王
の
「
湯
誓
」
や
武
王
の
「
牧
誓
」
は
、
彼
ら
の
怒
り
（
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
）
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
た
び
怒
る
と
、
天
下
の
暴
乱
は
す
べ
て
除
か
れ
た
。
こ
れ
が
「
道
を
行
ふ
」
の
功
績
で
あ
る
。
経
典
を
こ
と
ご
と
く
官
に
上
送
し
た
の
は
、
武
帝
の
個
人
的
な
喜
び
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
武
帝
が
こ
れ
を
一
個
人
の
喜
び
と
し
た
な
ら
ば
、
真
偽
が
混
沌
と
し
て
、
た
だ
の
虚
文
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
夷
狄
（
匈
奴
）
が
漢
王
朝
を
侵
略
し
て
き
た
の
は
、
武
帝
の
個
人
的
な
怒
り
で
は
な
い
。
武
帝
が
こ
れ
を
一
個
人
の
怒
り
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と
し
た
な
ら
ば
、
人
々
は
安
心
し
て
生
活
で
き
ず
、
た
だ
の
世
の
戒
め
と
な
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
武
帝
が
「
彊
勉
し
て
道
を
行
ふ
」
こ
と
を
知
り
、
正
し
く
こ
れ
を
用
い
て
い
れ
ば
、
（
本
物
の
経
典
が
）
表
に
あ
ら
わ
れ
て
、
聖
人
の
道
は
明
ら
か
と
な
り
、
必
ず
虚
文
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
夷
狄
を
う
ち
攘
っ
て
、
中
華
と
夷
狄
の
趨
勢
は
安
定
し
、
必
ず
世
の
戒
め
と
な
ら
ず
、
そ
の
功
績
は
計
り
よ
う
も
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
武
帝
は
優
れ
た
資
質
と
大
き
な
計
略
を
奮
っ
て
い
た
が
、
声
色
、
貨
利
の
状
況
に
ふ
ら
ふ
ら
と
し
て
、
日
々
の
諸
事
に
逐
一
対
応
し
た
が
、
こ
れ
を
警
戒
恐
懼
す
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
ど
う
し
て
弊
害
と
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
説
く
者
（
＝
朱
熹
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
か
）
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
武
帝
は
功
績
を
上
げ
る
こ
と
を
大
い
に
喜
ん
だ
が
、
勉
め
て
学
問
し
て
、
「
正
心
誠
意
」
し
て
事
物
の
表
面
に
従
事
し
、
心
を
広
遠
に
し
深
淵
に
し
た
後
に
実
行
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
董
仲
舒
は
、
淵
源
正
大
た
る
理
に
よ
っ
て
（
武
帝
の
）
紛
々
た
る
心
を
改
め
よ
う
と
し
た
が
、
四
角
い
ほ
ぞ
が
丸
穴
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
食
い
違
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
武
帝
が
（
聖
人
と
は
な
ら
ず
）
結
局
、
諸
侯
（
程
度
の
人
物
）
と
し
て
身
を
終
え
て
し
ま
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
、
と
。
夫
淵
源
正
大
之
理
、
不
於
事
物
而
達
之
、
則
孔
孟
之
學
眞
迂
濶
矣
、
非
時
君
不
用
之
罪
也
。
齊
宣
王
之
好
色
好
貨
好
勇
、
皆
害
道
之
事
也
、
孟
子
乃
欲
進
而
擴
充
之
。
好
色
人
心
之
所
同
、
達
之
於
民
無
怨
曠
、
則
彊ｌ
勉
行
道
以
達
其
同
心
、
而
好
色
必
不
至
於
溺
、
而
非
道
之
害
也
。
好
貨
人
心
之
所
同
、
而
達
之
於
民
無
凍
餒
、
則
彊ｍ
勉
行
道
以
達
其
同
心
、
而
好
貨
必
不
至
於
䧟
、
而
非
道
之
害
也
。
人
誰
不
好
勇
、
而
獨
患
其
不
大
耳
。
人
心
之
所
無
、
雖
孟
子
亦
不
能
以
順
而
誘
之
也
。
（
27
）
（
29
）
（
28
）
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不
忍
一
牛
之
心
、
孟
子
欲
其
擴
充
之
、
以
至
於
五
十
之
食
肉
、
六
十
之
衣
帛
、
八
口
之
無
饑
、
而
謂
之
王
道
。
孟
子
之
言
王
道
、
豈
爲ｎ
不
切
於
事
情
。
梁
惠
王
問
利
國
、
未
爲
戻
於
道
也
。
移
民
移
粟
、
未
爲
無
意
於
民
也
。
孟
子
皆
不
然
之
、
而
力
以
仁
義
爲
言
。
蓋
計
較
利
害
、
非о
本
心
之
所
宜
有
、
其
極
可
以
至
於
忘
親
後
君
、
而
無
可
達
於
事
物
之
理
、
非
好
貨
好
色
之
比
、
而
况
不
忍
一
牛
之
心
乎
。
聖
賢
之
所
謂
道
、
非
後
世
之
所
謂
道
也
。
爲
人
上
者
、
知
聲
色
貨
利
之
易
溺
而
一
日
萬
幾
之
可
畏
、
彊ｐ
勉
於
其
所
當
行
、
則
庶
幾
仲
舒
之
意
矣
。
夫
天
下
豈
有
道
外
之
事
哉
。
〔
校
異
〕
ｌ
彊
勉
…
四
庫
本
、
「
勉
彊
」
に
作
る
。
ｍ
彊
勉
…
四
庫
本
、
「
勉
彊
」
に
作
る
。
ｎ
爲
不
…
四
庫
本
、
「
不
爲
」
に
作
る
。
о
非
…
四
庫
本
、
「
豈
」
に
作
る
。
ｐ
彊
勉
…
四
庫
本
、
「
勉
彊
」
に
作
る
。
〔
注
釈
〕
（
27
）
齊
宣
王
之
好
色
好
貨
好
勇
…
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
に
見
え
る
一
連
の
議
論
。
斉
の
宣
王
が
、
孟
子
に
対
し
て
、
自
己
の
欠
点
と
し
て
「
好
ら
く樂
」
「
好
色
」
「
好
貨
」
「
好
勇
」
を
挙
げ
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
王
道
」
を
行
う
資
格
が
な
い
と
述
べ
た
箇
所
を
指
す
。
そ
れ
に
対
し
て
孟
子
は
、
詩
書
や
聖
王
の
故
事
を
引
い
て
、
古
の
聖
王
も
こ
れ
ら
の
欲
求
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
古
の
聖
王
は
こ
れ
ら
の
欲
求
を
自
分
だ
け
で
な
く
、
百
姓
に
も
叶
え
て
「
王
道
」
を
実
現
し
た
こ
と
を
説
く
。
す
な
わ
ち
孟
子
は
、
「
好
樂
」
「
好
色
」
「
好
貨
」
「
好
勇
」
の
欲
求
を
、
「
王
道
」
を
行
う
契
機
と
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
（
28
）
孟
子
乃
欲
進
而
擴
充
之
…
拡
充
に
つ
い
て
は
、
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
「
凡
有
四
端
於
我
者
、
知
皆
ヽ擴
ヽ而
ヽ充
ヽ之
（
30
）
（
31
）
（
32
）
（
33
）
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矣
、
若
火
之
始
然
、
泉
之
始
達
〔
凡
そ
我
に
四
端
あ
る
者
、
皆
な
ひ
ろ擴
め
て
之
を
充
た
す
こ
と
を
知
れ
ば
、
火
の
始
め
て
然も
え
、
泉
の
始
め
て
達
す
る
が
若
し
〕
」
と
あ
る
。
（
29
）
民
無
怨
曠
…
「
え
ん怨
こ
う曠
」
は
、
怨
女
（
婚
期
を
逸
し
て
夫
の
い
な
い
の
を
怨
み
な
げ
く
女
）
と
曠
夫
（
年
頃
に
な
っ
て
も
妻
が
い
な
い
独
り
身
の
男
）
を
指
す
。
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
に
「
内
無
ヽ怨
女
、
外
無
ヽ曠
夫
〔
内
に
怨
女
無
く
、
外
に
曠
夫
無
し
〕
」
と
あ
る
。
（
30
）
不
忍
一
牛
之
心
…
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
に
「
君
子
之
於
禽
獸
也
、
見
其
生
、
不
忍
見
其
死
。
聞
其
聲
、
不
忍
食
其
肉
。
是
以
君
子
遠
庖
廚
也
〔
君
子
の
禽
獸
に
於
け
る
や
、
其
の
生
を
見
て
は
、
其
の
死
を
見
る
に
忍
び
ず
。
其
の
聲
を
聞
け
ば
、
其
の
肉
を
食
ら
ふ
に
忍
び
ず
。
是
を
以
て
君
子
ほ
う庖
ち
ゆ
う
廚
よ
り
遠
ざ
く
な
り
〕
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
（
31
）
五
十
之
食
肉
～
而
謂
之
王
道
…
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
に
「
養
生
喪
死
無
憾
、
王
道
之
始
也
。
五
畝
之
宅
、
樹
之
以
桑
、
五
十
者
可
以
衣
帛
矣
。
雞
豚
狗
彘
之
畜
、
無
失
其
時
、
七
十
者
可
以
食
肉
矣
。
百
畝
之
田
、
勿
奪
其
時
、
數
口
之
家
可
以
無
飢
矣
〔
生
を
養
ひ
死
を
は
う
む
喪
り
て
う
ら憾
み
無
き
は
、
王
道
の
始
め
な
り
。
五
畝ほ
の
宅
、
之
に
樹う
う
る
に
桑
を
以
て
す
れ
ば
、
五
十
な
る
者
以
て
き
ぬ帛
を
衣
る
べ
し
。
け
い雞
と
ん豚
狗
て
い彘
の
や
し
な
畜
ひ
、
其
の
時
を
失
ふ
無
け
れ
ば
、
七
十
な
る
者
以
て
肉
を
食
ら
ふ
べ
し
。
百
畝
の
田
、
其
の
時
を
奪
ふ
勿な
け
れ
ば
、
數
口
の
家
以
て
飢
う
る
無
か
と
あ
り
、
尽
心
上
に
「
百
畝
之
田
、
匹
夫
耕
之
、
八
口
之
家
、
足
以
無
飢
矣
。
…
…
五
十
非
帛
不
煖
、
七
十
非
肉
不
飽
。
不
煖
不
飽
、
謂
之
凍
餒
〔
百
畝
の
田
、
匹
夫
之
を
耕
せ
ば
、
八
口
の
家
、
以
て
飢
う
る
無
き
に
足
る
。
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る
べ
〕
」
し
く
き
五
十
は
帛
に
非
ざ
れ
ば
あ
た
た
煖
か
な
ら
ず
、
七
十
は
肉
に
非
ざ
れ
ば
飽
か
ず
。
煖
か
な
ら
ず
、
飽
か
ず
、
之
を
こ
ご凍
え
餒う
と
謂
ふ
〕
」
と
あ
る
の
な
ど
を
踏
ま
え
る
。
（
32
）
梁
惠
王
問
利
國
…
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
。
梁
の
恵
王
が
「
叟
、
不
遠
千
里
而
來
、
亦
將
有
以
利
吾
國
乎
〔
そ
う叟
、
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
し
て
來
た
る
、
亦
た
將
に
以
て
吾
が
國
を
利
す
る
有
ら
ん
と
す
る
や
〕
」
と
言
っ
た
の
対
し
て
、
孟
子
は
「
王
亦
曰
仁
義
而
已
矣
、
何
必
曰
利
〔
王
亦
た
仁
義
を
曰
ふ
の
み
、
何
ぞ
必
ず
し
も
利
を
曰
は
ん
〕
」
と
説
い
た
。
（
33
）
移
民
移
粟
…
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
。
梁
の
恵
王
が
「
寡
人
之
於
國
也
、
盡
心
焉
耳
矣
。
河
内
凶
、
則
移
其
民
於
河
東
、
移
其
粟
於
河
内
。
河
東
凶
、
亦
然
〔
寡
人
の
國
に
於
け
る
や
、
心
を
盡
す
の
み
。
河
内
凶
な
れ
ば
、
則
ち
其
の
民
を
河
東
に
移
し
、
其
の
粟
を
河
内
に
移
す
。
河
東
凶
な
る
も
、
亦
た
然
り
〕
」
と
言
っ
た
の
対
し
て
、
孟
子
は
「
王
無
罪
歳
、
斯
天
下
之
民
至
焉
〔
王
歳
（
年
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
）
を
罪
す
る
無
け
れ
ば
、
す
な
は
斯
ち
天
下
の
民
至
ら
ん
〕
」
と
説
い
た
。
〔
通
釈
〕
か
の
淵
源
正
大
の
理
は
、
事
物
に
達
し
て
い
な
い
な
ら
、
孔
孟
の
学
問
は
真
に
迂
遠
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
時
の
君
主
が
用
い
な
か
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
（
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
で
い
う
と
こ
ろ
の
）
斉
の
宣
王
の
「
好
色
」
「
好
貨
」
「
好
勇
」
は
、
い
ず
れ
も
道
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
孟
子
は
か
え
っ
て
こ
れ
を
進
め
て
拡
充
し
よ
う
と
し
た
。
「
好
色
」
は
人
心
が
同
様
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
怨
女
（
婚
期
を
逸
し
て
夫
の
い
な
い
の
を
怨
み
な
げ
く
女
）
や
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こ
う曠
夫ふ
（
年
頃
に
な
っ
て
も
妻
が
い
な
い
独
り
身
の
男
）
が
一
人
も
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
到
達
さ
せ
れ
ば
、
「
彊
勉
し
て
道
を
行
っ
て
」
、
そ
の
同
じ
く
す
る
心
を
達
成
さ
せ
、
か
く
し
て
「
好
色
」
は
必
ず
溺
れ
る
に
は
至
ら
ず
、
道
の
害
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
「
好
貨
」
は
人
心
が
同
様
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
凍
え
飢
え
る
民
が
一
人
も
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
到
達
さ
せ
れ
ば
、
「
彊
勉
し
て
道
を
行
っ
て
」
、
そ
の
同
じ
く
す
る
心
を
達
成
さ
せ
、
か
く
し
て
「
好
貨
」
は
必
ず
陥
る
に
は
至
ら
ず
、
道
の
害
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
人
と
し
て
誰
が
勇
を
好
ま
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
（
そ
れ
を
好
む
こ
と
が
）
大
き
く
な
い
の
を
危
惧
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
人
心
が
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
孟
子
と
い
え
ど
も
そ
れ
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
孟
子
は
（
生
贄
の
）
牛
を
哀
れ
む
心
を
拡
充
し
て
、
五
十
歳
に
し
て
肉
を
食
べ
、
六
十
歳
に
し
て
絹
を
着
て
、
大
家
族
で
あ
っ
て
も
飢
え
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
、
「
王
道
」
と
い
っ
た
。
孟
子
が
「
王
道
」
と
い
っ
た
の
は
、
ど
う
し
て
事
情
に
切
実
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
梁
の
恵
王
が
「
国
を
利
す
る
」
を
問
う
た
の
は
、
道
に
背
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
民
を
移
し
粟
を
移
す
」
こ
と
も
、
民
に
意
を
向
け
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
孟
子
は
い
ず
れ
に
も
同
意
せ
ず
、
仁
義
を
力
説
し
た
の
で
あ
る
。
や
は
り
利
害
を
計
算
す
る
こ
と
は
、
本
心
が
持
つ
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
極
ま
る
や
、
親
を
忘
れ
て
君
主
を
軽
ん
ず
る
に
至
る
の
で
あ
り
、
事
物
の
理
に
到
達
で
き
な
い
の
は
、
「
好
貨
」
「
好
色
」
の
比
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
牛
を
哀
れ
ん
だ
心
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
聖
賢
の
い
わ
ゆ
る
道
は
、
後
世
の
者
が
い
う
道
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
人
主
た
る
も
の
は
、
声
色
貨
利
が
溺
れ
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
毎
日
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
畏
れ
慎
み
、
自
分
が
ま
さ
に
行
う
べ
き
こ
と
に
努
め
れ
ば
、
董
仲
舒
の
意
図
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
あ
あ
、
ど
う
し
て
天
下
に
道
と
か
か
わ
り
- 87 -
の
な
い
事
物
な
ど
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
三
む
す
び 
「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
は
紹
熙
四
年
（
一
一
九
三
）
に
行
わ
れ
た
科
挙
の
省
試
の
答
案
で
あ
り
、
二
年
後
の
紹
熙
六
年
（
一
一
九
五
）
に
死
去
す
る
陳
亮
に
あ
っ
て
は
最
晩
年
の
著
述
で
あ
る
。
本
稿
で
陳
亮
の
こ
の
著
述
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
こ
の
文
章
の
内
容
が
陳
亮
思
想
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
性
格
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
文
章
に
先
だ
っ
て
陳
亮
は
淳
熙
十
一
年
（
一
一
八
四
）
か
ら
三
年
余
り
往
復
書
簡
で
朱
熹
と
「
義
利
王
覇
」
論
争
を
交
わ
し
て
い
る
。
こ
の
論
争
は
互
い
の
主
張
の
相
違
を
確
認
し
た
の
み
で
結
局
一
致
点
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
陳
亮
に
と
っ
て
こ
の
論
争
は
何
の
収
穫
も
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
の
内
容
に
は
、
陳
亮
が
こ
の
論
争
の
時
に
朱
熹
か
ら
受
け
た
批
判
を
乗
り
越
え
て
、
自
身
の
思
想
を
深
化
さ
せ
て
い
る
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
む
す
び
」
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
な
が
ら
、
陳
亮
思
想
に
お
け
る
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。
「
義
利
王
覇
」
論
争
で
の
争
点
の
一
つ
は
、
陳
亮
が
漢
の
高
祖
や
唐
の
太
宗
は
仁
義
の
道
徳
心
に
基
づ
い
て
王
道
政
治
を
行
っ
た
と
考
え
た
の
に
対
し
、
朱
熹
は
三
代
以
後
の
為
政
者
は
誰
も
心
を
修
養
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
政
治
は
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全
て
人
欲
ま
み
れ
で
あ
る
と
説
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
両
者
に
と
っ
て
単
な
る
個
別
の
歴
史
上
の
人
物
評
価
に
止
ま
ら
な
い
。
君
主
の
心
と
そ
の
君
主
が
成
し
遂
げ
る
政
治
上
の
功
業
と
に
は
い
か
な
る
関
係
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
が
両
者
の
主
張
の
相
違
の
背
景
と
な
っ
て
お
り
、
論
争
を
通
じ
て
そ
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
陳
亮
は
中
国
の
歴
史
上
比
類
な
き
功
業
を
実
現
し
た
漢
の
高
祖
や
唐
の
太
宗
に
仁
義
の
心
が
な
い
と
す
れ
ば
、
統
治
者
の
心
の
正
し
さ
と
功
業
の
大
き
さ
は
無
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
考
え
た
。
一
方
、
朱
熹
は
漢
唐
の
君
主
の
心
は
「
天
理
に
暗
合
」
、
つ
ま
り
私
欲
を
交
え
て
行
っ
た
政
策
が
結
果
と
し
て
天
下
に
利
す
る
面
が
あ
っ
た
た
め
に
大
き
な
功
業
を
挙
げ
た
に
過
ぎ
な
い
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
陳
亮
は
統
治
者
の
心
の
正
し
さ
は
政
治
上
の
功
業
の
大
き
さ
に
直
結
す
る
と
考
え
た
の
に
対
し
て
、
朱
熹
は
人
欲
に
基
づ
く
政
治
で
あ
っ
て
も
、
天
理
と
の
「
暗
合
」
に
よ
っ
て
偶
然
の
功
業
を
立
て
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
こ
の
論
争
を
通
じ
て
明
る
み
と
な
っ
た
朱
陳
の
相
違
の
第
一
点
で
あ
る
。
論
争
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
朱
陳
の
重
要
な
相
違
の
第
二
点
は
、
三
代
の
君
主
の
心
と
漢
唐
の
君
主
の
心
の
相
違
を
い
か
な
る
点
に
求
め
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
朱
熹
は
そ
も
そ
も
三
代
の
聖
王
の
心
は
純
然
た
る
天
理
で
あ
っ
て
、
人
欲
ま
み
れ
の
漢
唐
の
君
主
と
は
根
本
か
ら
異
な
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
朱
熹
は
陳
亮
に
対
し
て
、
陳
亮
は
漢
唐
の
君
主
と
三
代
の
聖
王
と
の
共
通
性
を
強
調
す
る
ば
か
り
で
、
そ
の
相
違
に
説
き
及
ん
で
お
ら
ず
、
聖
人
の
世
を
目
指
す
べ
き
方
向
性
が
見
出
せ
な
い
と
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
陳
亮
は
漢
唐
の
君
主
は
「
本
領
（
＝
根
本
）
」
は
三
代
と
同
じ
で
あ
る
が
、
「
工
夫
（
＝
修
養
）
」
の
徹
底
度
が
異
な
る
た
め
に
漢
唐
は
三
代
ほ
ど
に
は
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完
全
無
欠
の
功
業
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
者
と
も
漢
唐
は
三
代
に
及
ば
な
い
と
考
え
て
お
り
、
朱
熹
は
心
の
根
本
の
位
相
で
両
者
の
相
違
を
考
え
た
の
に
対
し
て
、
陳
亮
は
根
本
は
同
じ
と
し
つ
つ
、
根
本
の
次
の
段
階
と
し
て
の
「
工
夫
」
の
位
相
で
両
者
の
相
違
を
捉
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
陳
亮
は
こ
の
論
争
中
で
、
王
者
が
実
践
す
べ
き
「
工
夫
」
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。
以
上
の
二
点
に
つ
い
て
は
朱
陳
論
争
を
通
じ
て
両
者
の
相
違
が
明
確
に
な
っ
た
の
み
で
、
結
局
陳
亮
は
朱
熹
の
批
判
に
十
分
に
応
じ
切
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
陳
亮
は
論
争
後
に
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
思
索
を
深
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
朱
陳
論
争
を
踏
ま
え
て
新
た
に
深
化
さ
せ
た
思
想
を
表
明
し
て
い
る
の
が
、
こ
の
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
以
下
は
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
の
内
容
を
振
り
返
ろ
う
。
陳
亮
は
こ
の
文
章
の
中
で
繰
り
返
し
「
天
下
に
道
外
の
事
無
し
」
と
主
張
し
て
い
る
。
陳
亮
は
こ
の
言
葉
を
、
「
喜
怒
哀
楽
」
な
ど
の
感
情
を
正
し
く
治
め
、
こ
れ
を
広
く
万
民
と
一
体
的
な
も
の
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
大
き
な
功
業
が
達
成
さ
れ
る
、
と
い
う
文
脈
で
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
正
し
い
道
徳
と
は
「
喜
怒
哀
楽
」
の
よ
う
な
日
常
卑
近
の
「
事
」
に
こ
そ
、
備
わ
っ
て
い
る
と
陳
亮
は
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
朱
陳
論
争
の
際
に
は
結
局
説
か
れ
な
か
っ
た
、
陳
亮
の
立
場
か
ら
説
か
れ
る
、
王
者
が
行
う
べ
き
工
夫
論
と
言
え
る
。
そ
れ
で
は
陳
亮
の
こ
の
工
夫
論
は
い
か
な
る
工
夫
論
に
反
対
す
る
立
場
で
説
か
れ
て
い
る
の
か
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
こ
の
文
章
で
陳
亮
が
言
及
す
る
「
説
く
者
」
の
説
で
あ
る
。
「
説
く
者
」
の
説
で
は
、
董
仲
舒
は
、
（
武
帝
の
）
紛
々
た
る
心
を
淵
源
正
大
た
る
理
へ
と
根
本
か
ら
改
め
よ
う
と
し
た
と
説
く
。
こ
の
よ
う
な
、
「
説
く
者
」
の
説
に
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対
し
て
、
陳
亮
は
、
「
か
の
淵
源
正
大
の
理
は
、
事
物
に
達
し
て
い
な
い
な
ら
、
孔
孟
の
学
問
は
真
に
迂
遠
な
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
反
論
す
る
。
つ
ま
り
、
陳
亮
は
「
説
く
者
」
の
よ
う
に
、
君
主
が
自
分
の
自
然
の
感
情
・
欲
望
を
否
定
・
滅
却
す
る
こ
と
で
天
理
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
な
ら
、
本
来
事
物
と
一
体
で
あ
る
べ
き
天
理
が
、
事
物
の
外
側
に
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
反
対
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
陳
亮
は
真
の
「
理
」
と
は
「
喜
怒
哀
楽
」
も
し
く
は
「
好
色
」
「
好
貨
」
「
好
勇
」
と
い
っ
た
人
間
の
自
然
の
感
情
や
欲
求
に
切
実
な
も
の
で
あ
り
、
統
治
者
は
こ
う
し
た
感
情
・
欲
求
を
万
民
と
共
同
的
な
も
の
へ
と
「
拡
充
」
す
る
こ
と
で
王
道
政
治
を
実
現
で
き
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
陳
亮
は
統
治
者
は
自
己
の
感
情
・
欲
求
に
対
し
て
否
定
・
抑
圧
の
姿
勢
で
接
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
拡
大
・
発
展
の
方
向
で
接
す
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
朱
陳
論
争
で
の
朱
熹
の
主
張
の
内
容
で
あ
る
。
朱
熹
は
、
君
主
に
必
要
な
「
工
夫
」
と
は
「
精
一
執
中
（
『
尚
書
』
大
禹
謨
）
」
、
「
克
己
復
礼
（
『
論
語
』
顏
淵
）
」
と
い
う
私
欲
を
滅
却
す
る
工
夫
で
あ
る
と
説
い
て
い
た
。
陳
亮
が
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
で
「
説
く
者
」
の
説
と
し
て
、
自
己
の
感
情
・
欲
求
に
対
し
て
否
定
・
抑
圧
の
姿
勢
で
接
す
る
工
夫
を
挙
げ
て
、
そ
れ
を
否
定
す
る
の
は
、
朱
陳
論
争
に
お
け
る
朱
熹
の
見
解
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
朱
熹
は
漢
唐
の
功
業
は
、
私
欲
に
ま
み
れ
た
漢
唐
の
君
主
の
心
が
、
「
天
理
」
に
「
暗
合
」
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
と
説
い
た
。
「
天
理
」
に
暗
合
す
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
る
功
業
が
存
在
す
る
な
ら
、
現
実
に
存
在
す
る
天
下
の
秩
序
は
君
主
の
心
と
必
ず
し
も
関
係
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
陳
亮
は
考
え
る
。
陳
亮
が
こ
の
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
で
「
天
下
に
道
外
の
事
無
し
」
と
強
調
す
る
の
は
、
こ
の
朱
熹
の
思
想
に
表
れ
る
よ
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う
な
、
現
実
の
世
界
に
存
在
す
る
秩
序
と
君
主
の
心
の
道
徳
性
と
を
切
り
離
す
考
え
方
に
対
す
る
反
発
が
あ
る
と
言
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
の
内
容
か
ら
は
、
朱
陳
論
争
を
経
て
、
朱
熹
の
主
張
を
踏
ま
え
て
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
形
で
、
自
己
の
思
想
を
発
展
さ
せ
て
い
る
点
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
陳
亮
思
想
の
中
で
の
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
の
位
置
を
確
認
し
て
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
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